
 
 
 
 
 
 
 

校   訓 ： 質実 自治 奉仕 
教育目標 ： 自由の相互承認 

わたしの自由も大切にする 
あなたの自由も大切にする 

保護者配付 令和７年３月 ５日 
地域回覧        令和７年３月 ５日 

                                  

    ２年生修学旅行 

       修学旅行スローガン  感謝～忘れられない思い出を～ 

 

 ２月２６日（水）から２８日（金）までの３日間、２年生が京都、奈良方面に修学旅行

に行ってきました。学年部職員と校長及び旅行社添乗員が同行しました。 

 出発する前に２年生に修学旅行について話をする機会があり、次のことを話しました。 

「修学旅行は楽しむものではない（無理やり楽しもうとしなくても、楽しいものになる）。修学旅行は成功さ

せるものである。そして、大成功させるためには、連れて行ってもらう旅行にしない。修学旅行をみんなの

手で創り上げる。」 

 ２年生は３日間、人数確認や日程・座席の確認など、しおりを使って進んで行動する姿、

夜の反省会の運営、進行を進んで行う姿がありました。薬師寺の僧侶による法話や東大寺

の観光ガイドの話に敏感に反応し、相手とのよいコミュニケーションも生まれていました。

添乗員さんの解説もよく聞いていました。いい意味で、吸収力抜群の２年生のよさをこれ

から最上級生になる学校生活に生かしていってほしいと思います。 

 行く先々で「発見」の連続だった２年生に、解散式では、次のように伝えました。 

「今回、修学旅行の見学地の先々で、多くの発見をしている様子がありました。でも、今回見ることがで

きたのは、京都のほんの一面。京都には、まだ、知らないこと、見てないことがたくさんあります。日本に

も、世界にもある。そういったことを見るための一歩を今回の旅行で踏み出すことができたと思います。こ

れからも多くのものを見よう、知ろう、とする努力を続けていってください。」（こんな趣旨でした。） 

 

 

 

 

 

 

 

＜お知らせ＞ 

    ３月７日（金） 第 78回卒業証書授与式 

                

 令和６年度の卒業式が、今週末３月７日（金）に行われます。今年度は、感染症の流行

以前並みに来賓として地域の皆さんにご案内いたしました。様々な形で多くの地域の皆様

にお世話になっている北条中学校です。卒業生１４人の晴れやかな姿をぜひ祝福していた

だけたらと思います。よろしくお願いいたします。 

 次号３月末号で、卒業式の様子をお知らせいたします。 

北条中 学校だより 
令和６年度 第１１号 

 

芳 風 
 よ し   か ぜ 

北野天満宮では、 

梅が咲いていました。 



３ 月 の 主 な 予 定 

月 火 水 木 金 土 日 

     １ 

数学検定 

２ 

３ 

同窓会入会式 

４ 

 

５ 

県立高校一般 

入試 

１・２年生確 

認テスト 

６ ７ 

祝 

第７８回卒業 

証書授与式 

８ ９ 

１０ １１ １２ 

 

１３ 

県立高校合格

発表 

１４ 

 

１５ 

 

１６ 

１７ 

専門委員会 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

春分の日 

２１ ２２ ２３ 

２４ 

後期終業式 

小学校卒業式 

２５ 

離任式 

２６ 

 

２７ 

 

２８ 

保育園卒園式 

２９ ３０ 

３１ 

 

 

部活動停止 

４／１ 

新任職員着任 

職員会議等 

 

２ 

職員会議等 

３ 

新年度準備 

４ 

新年度準備 

５ ６ 

 

◆年度末年度初め休業は、 ３月２５日（火）から４月６日（日）です。 

◆令和７年度の始業式は４月７日（月）、入学式は４月８日（火）の午後です。 

 

   （注） 

 

 

 

  やり直しづらい日本社会 

 先日、学校に届く企業の資料の中で、上の題の記事を見つけました。読み進めていくと

様々なキーワードが出てきて「一度の失敗が命取り？」「現代社会はハードモード」など

とあり、「日本は再挑戦が難しい国と言われている」とも書かれていました。「言われて

いる」と書いてあるので、完全に決めつけているわけではないのでしょうが、何かの根拠

を基にした言い方なのだろうかと疑いの目を向けたくなりました。 

 何か失敗をすると、インターネット上（記事やSNS）で非難の声が上がる例をよく見る

ようになりました。非難している人には、まったくの危害も損害もないと思われるケース

でも、ここぞとばかりに非難する例もあるのではないでしょうか。これすらも難しい表現

で、「ここぞとばかりに非難します」と言い切ると、その証拠はあるのですかという反発

が起こりかねません。（と書くこと自体が難しい？？ どうにもできません。） 

 全校生徒が揃っての最後の全校集会で、こんな記事があったけど、私は、「日本が、み

んなが他の人を認める国になるといいな、と思っています」と伝えました。昨年もリスペ

クト・アザースという言葉を記事にしました。いろいろな人の行動の背景に思いを馳せ、

時にはその人の失敗も「大目に見る」ことがあってもいいのではないかと考えます。 

 この話をまとめているうちに「直向き」と書いて、「ひたむき」と読むことを知りまし

た。直向きに努力を続ける北条中生であれと、エールを送りたいと思います。 

※４月７日は新２、３年生のみが登校します。 

※新１年生は４月８日（午後）から登校します。 


